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東日本大震 災からほぼ - 年を経過する蒜蒜凝轟

萄軸 みを

:? ･モ

大災害時に於ける通信 ･ 報道等の様

希望 ある東北の未来を見出すと共

東北の笑顔と元気を創造していくた

多彩な分野の方々をお招きしてお話廟準鍵暮すo
お誘し､合わせの上ご来場ください b (

,i .≡
.

.
ち
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●基調講演 (1 3 :3 0 - 1 4 : 5 0 )

｢ 復興に向けての言葉のチカラ｣
生島ヒロシ : 宮城県気仙沼市出身

(フリ ー アナウンサ
ー . 東北福祉大学客員教授)

●パネルデイスカツション (1 5 : 0 0 - 1 7 : 0 0)

｢ 新たな東北の復興に向けて｣

伊藤和彦(宮城県震災復興
･ 企画部長)

伊藤敬幹(仙台市 副市長)

杉山正美(トヨタ自動車東北株式会社 代表取締役)

竹測裕樹(東京 エ レ クトロ ン宮城株式会社 取締役会長)

岡本路夫( N E C ソフトウェ ア東北株式会社 代表取締役社長)

藁木藤郎( N T T 東日本宮城支店 副支店長)

野口正
一

(仙 台応 肝情報学研究振興 財団 理事長)

期 日 = 2 0 1 2 年1 月1 6 日⑪
時 間: 1 3 : 3 0 - 1 7 : 0 0

会 場 : A E R 5 F ｢ 仙台市情報･ 産業プラザ多目的ホ ー ル｣
(仙台市青葉区中央1 丁目3 - 1)

参加費 : 無料( 募集人数5 0 0 名)

r 主催: 財団法人仙台応用情報学研究振興財団 . 特定非営利活動法人みちのくセキ ュ I) ティ推進機構

■共催 : 仙台市 ･ 財団法人仙台市産業振興事業団

P 後援 : 宮城県
･

総務省東北縫合通信局 ･ 経う斉産業省東北経5斉産業局 ･ 宮城県商工会議所連合会 ･

宮城県高度情報化推進協議会 ･ 河北新報社

財団法人仙台応用情報学研究振興財団 仙台市青葉区錦町 1 - 5 - 1 ℡0 2 2 ･ 2 1 2 ･ 5 01 5



家 継
新たな東北復興に

⑳基調講演 (1 3 : 3 0
- 1 4 : 5 0)

｢ 復興に向けての言衰のチカラ｣

平成2 3 年3 月11 日の東Fl本大震災におきまして､

被害に遭われました皆様1 : 心よりお見舞い申し上げるととも1 : ,

犠牲になられた方々と,
ご迫族の皆様に 対しまして ､

深くお悔や み 申し上げ3:す .

今回の 基調講演では『復興 に向けての言葉のチ カラj をテ
-

マ に
､

言葉のもつ チカラ ,

"

つ たえる
'
'

ことの大切さ. そして ､ そこから生まれ る
"

鮮の強ざ をお伝えしていきたいと考えて います.

東北 の , 今後の復興の在り方を,
ぜひ皆様にも

ー

諸に考えてい ただき ､

夢と活力にぁふ れ る東北の未来づくり- 結びつ けられ れ ばと思 います｡

生島ヒロ シ( いくしま ･ ひろし)

P R O F ‖_ E

フリーア ナウンサ
ー

o 東北福祉 大学 客員

教 授｡ 1 9 5 0 年宮城 県気仙う百市生まれ.

1 9 7 5 年カリフオ ル ニ ア 州 立大 学 ロ ング

t: L チ 校ジャーナ リズ ム 科卒 . 1 9 7 6 年
T B S 入社 . テ レ ビ

･ ラジオでア ナウンサー
として活躍o 1 9 8 9 年独 立 . 現在 ､

T B S ラ

ジオ系F生 島ヒロシの 由はi :う定 食
･ 一

直

線j 等 の番 組 出 演 ､ 講 演 ､ イベ ント司会 ､

出版など多方面で活躍 中｡

⑳パネルデイスカツション (1 5 : 0 0 - 1 7 : 0 0)

｢ 新党夜霧北の復興に肉&骨ぞ｣

伊藤和彦(いとう･ か ずひこ)

宮城県雷3i; 復興 ･

企 画部長

竹謝裕樹( たけぷ ち
▲ ひろき)

P R O FJ L E

昭和5 4 年 ､ 宮 城県採用o

平 成1 2 年に 畠 誘惑包 容

課 長補 佐 ､ 平成1 5 年に 企

画部倍額産菜 振興室長 ､

平成1 8 年( こ企 画部政 策

課長 ､ 平成2 0 年 に保 健福

祉部 次長 ､ 平成2 2 年4 月

に東京 事務所 所長等を経

て ､ 平 成2 3 年4 月に歴 災

復興
･ 企画部長に 就任 o

伊藤敬幹( いとう
.

ゆきもと)

tiLl 台市副市長

岡本路夫(お かもと ･ みちお)

P R O F IL E

昭和 5 5 年 , 北海 道 東 北

問莞 公庫 人 膚 o その 後 ､

産 業
･

手玉布 部 課長 ､ 東 北

支店 次長 ､ 日本政策投 資

書艮行事藻再生 部長 ､ 同情

報通 信部 長等を壷て ､ 平

成2 0 年1 0 月に㈱ 日本 政

策鎮 守銀 行 東北 支店 長

に 就任｡ 平成2 2 年4 月に

仙台市副市長就 任｡

東京エ レクトJ j ン宮城株式会社 取締役会長 N E C ソ フトウェ ア 東北株式会社 代表取締役社長

P R O F I L E

昭 和5 3 年 ､ 東京 エ レクト

ロ ン㈱入社o 平成1 3 年東

京 エ レ クトロ ンA T&翁取義春

筏 ､ 平 成1 5 年4 月に 同代

襲 取 締役 社 長 ､ 平 成1 7

年 に東京エ レクトロ 淵 常

設 執 行役 員経 営戟 緒室

長 等を経 て , 平成2 2 年7

月に東京 エ レクトロ ン宮城

咲萄取 締役会長に就任 D

野rj 正
一

( のぐち
･ しょういち)

◎(財) 仙台応用情報学研究振興財団 理事長

P R O F IL E

昭和3 6 年工 学博士取得｡

専攻 はっ ンビ ュ - タおよび

情 報 ネットワークで ､ 次 世

代健康福祉
･

介 護情報 基

盤技 術 開発 コ ン ソーシア

ム理事 長を蔑 めるなど､ 同

分野の発 展に大きく寄与｡

平 成1 8 年の 瑞 宝中崇 重

などをはじめ ､ 数多くの 受

償歴を持 つ ｡

P R O FIL E

昭和5 0 年 ,
N E C 入社 ｡

海外 テ レコ ム の 各種プロ

ジェ クト担 当( サウジア ラビ

ア ､
エ ジプト､ タイ､ 中国等) ､

コ ミュ ニ ケ
-

シ ョ ン ズ ソ

リュ
ー シ ョン事業 部長 ､ 通

信 メデ ィア ソ リューショ ン

車 乗本部 長等を達 て ､ 平

成 2 2 年 よりN E C ソ フト

ウェ ア 東北社長に就任｡

杉山正美( すぎ甲ま
･

まさみ)

トヨ タ自動 車東北珠式 会社 代表取締役

鼓木防郎(まき
▲

か つ ろう)

P R O FIL E

昭和 4 4 年 ､ トヨタ自動 喜

工 菜縄馴こ入 社. 昭 和5 0

年1 0 月 ､ 海 外生 産企画部

( 海外 工 場の 計画
･ 生 産

支茂 ･ 部品Eg 産化) に 在

籍し､ 南 アフリカ ､ トル コ 共

和国 に駐在する. 平成1 2

年1 月にマ レ
- シア U M W

T o y o t a 社 副 会長 D 平 成

1 6 年6 月に 現職就任｡

N T T 東日本宮城支店 副支店長

P R O F I L E

平成2 年4 月 ､ 日本電信電

話㈱ 入社 ｡ 平 成1 4 年㈱

N T T ファシリテ ィーズ 首都

圏零 葉木部ソリューション

営 尊 部長 ､
1 8 年 同 事業

開発毛8 零幸 企 画部 門長

等を覆て ､ 平成2 1 年N T T

東日 本 宮城 支店 設 備部

長D 2 2 年7 月同副支店長

に就任｡




